
１　総括

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。

      ２　職員数は，22年4月1日現在の人数である。

(3) 特記事項

(4) ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（注）１ ラスパイレス指数とは，国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

　　　２　類似団体平均とは，人口規模，産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

（参考）類似団体平均

5,730

15.89

一人当たり

一人当たり給与費

千円 千円 千円

3,373,874

給与費 B/A

14.79

歳 出 額

　　　　　　Ａ

住民基本台帳人口

（22年度末）

別紙３

区　　分

　　　　　　Ａ

40,639

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

給　 料

22,818,787

職員手当

人　

21年度の人件費率　　　　　　Ｂ

期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ

　　　　　　　　　　　％
22年度

職員数

曽於市の給与・定員管理等について

人 件 費 （参考）

Ｂ／Ａ

人 件 費 率実 質 収 支

　　　　　　　千円 　　　　　千円 　　　　　千円

2,118,308 6,176

　　　　　　％

830,898

　　　　　千円

区　　分

343

千円

1,400,656 197,661
22年度

千円

519,991

人

H22.4.1

98.4 

H22.4.1

96.3 
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98.8 
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96.5 

H23.4.1

98.8 

90.0

95.0

100.0

105.0

曽於市 類似団体平均 全国市平均
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（５）給与改定の状況

①月例給

　　　　　　　

（注）「民間給与」，「公務員給与」は，人事委員会勧告において公民の４月分の給与額をラスパイレス比較した平均給与月額である。

②特別給

　　　　　　　

２　一般行政職給料表の状況（平成２３年４月１日現在）
（単位 ： 円）

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものである。

３　職員の平均給与月額，初任給等の状況
 (1) 職員の平均年齢，平均給料月額及び平均給与月額の状況（23年4月1日現在）

　　　　①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

　　　　②技能労務職

歳 人 円 円 円 歳 円

歳 人 円 円 円 歳 円

歳 人 円 円 円 歳 円

歳 人 円 円 円 歳 円

歳 人 円 円 円 歳 円

歳 人 円 円 歳 円

歳 人 円 円 円 歳 円

円 円

円 円

円 円

円 円

－ － －

－ － －

年収ベース(試算値)の比較

3,689

26

最 高 号 給 の
給 料 月 額

243,700

8級

424,600

―

類似団体

区分

9級3級 4級 5級 6級 10級1級 2級

390,100 402,500

C/D
(C)

民間

301,260

48.9

-

358,290

参考

-

484

うち用務員 5,782,068

-

(D)

曽於市

うち学校給食員

5,782,068

-

うち自動車運転手

区分

-

-

- -

-

358,290

用務員

-

調理士

--

-

-

-

-

-

-

A/B
平均給与月額

鹿児島県

国

曽於市

うち学校給食員

うち用務員

うち自動車運転手

参考

平均年齢 職員数 平均給料月額
(A) (国ベース)

対応する民間
の類似職種

平均年齢
(B)

類似団体 327,151

-

56.9

-

7

-

348,633

7 348,633

国

407,023

0.00

平均年齢

44.4 330,565

458,400

7級

366,200320,600

曽於市

3.96 3.95

鹿児島県

45.7

309,200 356,400

135,600

0.01

 1  号 給 の
給 料 月 額

261,900 289,200185,800 222,900

23年度

（改定月数）

380,711 351,61043.3

-

-

-

勧　告

△ 0.23

国　の　改　定　率
人事委員会の勧告

△ 0.32

B A-B

384,452 △ 1,232

円 ％ ％

△ 0.32

年間支給月数
（参考）

3.95

（注）「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合，
      「公務員の支給月数」は期末手当及び勤勉手当の年間支給月数である。

月

（参考）

国　の　年　間
支　給　月　数

42.3 327,205

％

（改定率）
較差 給　与　改　定　率民間給与 公務員給与

A

A-B

月

3.95

人事委員会の勧告
較差

割合　　　　　　A 支給月数　　　B

月

勧　告

月

49.0 -

391,564

-

333,732

49.5 －283,862 -

-

-

-

公務員

-

月 月

公務員
平均給与月額 平均給与月額

（国ベース）

-

366,420

区　　分 平均給料月額

392,779

平均給与月額

民間

345,485

397,723

平均給与月額

369,459

324,367

358,290

バス運転手

-

-

358,290

-

312,448

321,662

-

-

-

367,824

56.9

公務員の

円

383,220

区　　分

区　　分 民間の支給

円
23年度
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（注）１　「平均給料月額」とは，23年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。

      ２　「平均給与月額」とは，給料月額と毎月支払われる扶養手当，地域手当，住居手当，時間外勤務手当などのすべての　　　　 

　　　　諸手当の額を合計したものであり，地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。

　　　　　また，「平均給与月額（国ベース）」は，国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当，特殊勤務手当等の

　　　　手当が含まれていないことから，比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

（2) 職員の初任給の状況（23年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 －

円 円 －

（3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（23年4月1日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

250,400

国鹿児島県

区　　　　分

大　学　卒

経験年数１５年

-

-

-

212,700

高　校　卒

高　校　卒

経験年数２０年

-

172,200

140,100

168,756

146,700

高　校　卒

143,766

140,100

-

172,200

曽於市

126,616

137,298

大　学　卒

323,000

355,100301,700

-

-

高　校　卒

中　学　卒

-

一般行政職

一般行政職

技能労務職

技能労務職
中　学　卒

経験年数１０年

125,400

区　　　　　分

-
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４　一般行政職の級別職員数等の状況

（1) 一般行政職の級別職員数の状況（23年4月1日現在）

（注）１　曽於市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

      ２　標準的な職務内容とは，それぞれの級に該当する代表的な職務である。

  

6.319

　　　　　　　　％
主事

区　　分

5

17

　　　　　　　　％
7級

係長，主任

政策課長，参事

課長，参事

主査

5級

3級

課長補佐，主幹，参事補

2級

4級

1.7

64.0

　　　　　　　　％

1級

6.9

　　　　　　　　％

10.2

　　　　　　　　％

　　　　　　　　人

　　　　　　　　人

31

16

　　　　　　　　人

194

　　　　　　　　人

主事，主事補

5.3

　　　　　　　　人

21

構成比標準的な職務内容

　　　　　　　　人

職員数

6級

　　　　　　　　人 　　　　　　　　％

　　　　　　　　％

5.6

1級

6.3%
1級

5.2%

1級

7.3%

2級

6.9%
2級

6.5%

2級

7.3%

3級

5.3%
3級

7.5%

3級

24.3%4級

10.2%

4級

9.1%

4級

47.0%
5級

64.0%
5級

64.3%

5級

9.8%

6級

5.6%
6級

4.5%

6級

4.3%7級

1.7%
7級

2.9%

7級

0.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成23年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比
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（2) 昇給への勤務成績の反映状況
　

５　職員の手当の状況

（1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（22年度支給割合） （22年度支給割合） （22年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階，職務の級等による加算措置 職制上の段階，職務の級等による加算措置 職制上の段階，職務の級等による加算措置

・役職加算　5～15％ ・役職加算5～20％　・管理職加算　10％ ・役職加算　5～20％　・管理職加算　10～25％

（注）　(  )内は，再任用職員に係る支給割合である。

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況(一般行政職)

（2) 退職手当（23年4月1日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

・定年前早期退職特例措置(2～20％加算) ・定年前早期退職特例措置(2～20％加算)

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は，22年度に退職した職員に支給された平均額である。

59.28

59.28

勤勉手当への勤務実績の反映については，新たな人事評価制度が確立していないため勤務時間に応じた手当の支給を行っています。

2.60

1.45

32.76

41.34

0.65

30.55

1.35

59.28

-

23.50

曽於市 鹿児島県

１人当たり平均支給額（22年度） １人当たり平均支給額（22年度）

33.50

1.35

33.50

1,516

1.352.60

-

2.60

1.45

国

国

23,412

59.28

41.34

47.50

0.65

-

曽於市

59.28

1,539

47.50

-

23.50

59.28

昇給への勤務成績の反映については，新たな人事評価制度の確立がなされていないため従来の勤務評定による判定を行っています。
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 (3) 地域手当

（23年4月1日現在）

千円

千円

％ 人 ％

 (4) 特殊勤務手当（23年4月1日現在）

千円

　円

　％

 (5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

支給対象地域

1回200円

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算）

6

職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度）

左記職員に対する支給単価

病原体の附着するおそれ
のある物件の処理等

日額200円

日額200円以内

-

-

主な支給対象業務

月額1,000円

月額3,500円以内

日額200円行路病人の保護・移送

行旅死亡人の収容

支給率

爆発物を使用する工事現場の作業
監督に従事した職員

爆発物を使用する工事現
場の作業監督

日額200円以内

行旅病人及び行旅死亡人
取扱い手当

行旅病人又は死亡人の取扱い業務
に従事した職員

防疫事務に従事した職員

主な支給対象職員

防疫手当

支給職員1人当たり平均支給年額（22年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数

支給実績（22年度決算）

-- -

-

支給実績（22年度決算）

市税の賦課又は徴収に関する事務
に従事した職員

手当の名称

手当の種類（手当数）

税務手当
賦課，徴収事務

滞納処分事務

629

10.78

15,725

老人ホームの看護事務 月額1,500円以内老人ホーム勤務手当

社会福祉事業従事手当
生活保護法による現業を行う職員及
び身体障害障害者福祉法，知的障
害者福祉法の業務に従事する職員

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 22 年 度 決 算 ）

生活保護法による現業を
行う職員及び身体障害者
福祉法，知的障害者福祉
法の業務

147

87

老人ホームの看護事務に従事する
職員

34,491支 給 実 績 （ 21 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 22 年 度 決 算 ） 54,847

危険作業手当

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 21 年 度 決 算 ）
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（6) その他の手当（23年4月1日現在）

無

配偶者有
無

－ －

千円 90 千円

管理職員が臨時又は緊急の必要その他の公務の
運営の必要により，週休日・祝日・年末年始に勤務
した場合　6,000円以内

同じ

異なる

千円

千円

0 千円

千円

千円

－

世帯主である
職員に対し

2,500円

支給職員1人当たり
平均支給年額

(22年度決算) (22年度決算)

0 千円

支給実績

配偶者

国の制度
との異同

-

－

同じ

国の制度と
異なる内容

支給
対象

2人目以降

特殊な専門的知識を必要とし，かつ，採用による
欠員の補充について特別の事情があると認められ
る職2,500円以内

－

6,50013,000

住居手当 24,990

0

60,804

持家：世帯主である職員に対し2,500円

6,500

1人目

同じ

貸家：家賃に応じ100円～27,000円

有

宿日直手当 宿直勤務又は日直勤務1回につき，4,200円

管理職員
特別勤務手当

6,500対象

－ 6,5006,500

扶養親族たる子のうち，満15歳に達する日後の最
初の4月1日から満22歳に達する日以後の最初の3
月31日までの間5,000円加算

11,000

異なる
交通用具利用者：通勤距離に応じ2,000円～16,100円

同じ

同じ

休日給
勤務1時間当たりの給与額に100分の135を乗じた
額

管理職手当 本庁課長：43,000円　支所課長：35,000円

千円 247

68

11,947

0 0

千円

千円 - 千円

千円

千円497

千円

千円

子，父母等

－

手当名 内容及び支給単価

－

19,645

初任給調整手当

対象外扶養手当

0

－

-

距離区分通勤手当
交通機関利用者：運賃相当(上限55,000円)
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６　特別職の報酬等の状況（23年4月1日現在）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 － 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

円 円／ 円

（ 円 ）

月分

月分

　　 （算定方式） （1期の手当額） （支給時期）

給料月額×在職年数×500/100 任期毎

給料月額×在職年数×280/100 任期毎

(注）１　給料及び報酬の（　）内は，減額措置を行う前の金額である。                         

     ２　退職手当の「1期の手当額」は，4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき，1期（4年＝48月）     

           勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

     

-

510,000800,000

給 料 月 額 等

収 入 役

区 分

835,000

-

776,550

2.95

　　（23年度支給割合）

400,000

660,000

440,000

1,010,000

274,000

市 長

　　（23年度支給割合）

318,000

295,000 220,000

16,700,000

7,392,000

2.95

（参考）類似団体における最高／最低額

389,500

495,000

234,000副 議 長

-

627,000

397,000

市 長

議 員

給

料
副 市 長

収 入 役

市 長

議 長

報

酬

収 入 役

期
末
手
当

副 市 長

副 議 長

退
職
手
当

備　　　　考

副 市 長

議 長

議 員
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７　職員数の状況

（1)部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（類似団体の人口1万人当たり職員数 人）

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（類似団体の人口1万人当たり職員数 人）

人口1万人当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。

　　　２　[     ]内は，条例定数の合計である。

0

4

23

10

335

4

75 0

0

△ 8

0

[       463       ］

0

6

職 員 数

6

平成22年 平成23年

0

284

△ 2

△ 1

4 4

0

24

0

75

0

土木

議会

衛生

労働

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　 　門 小　計

農林水産

38

290

343

総務

下水道

計

0

53

28

0

24

79 79

32

普
通
会
計
部
門

民生

△ 6

36

一
般
行
政
部
門

小　計

水道

商工

税務

消防部門

その他

[     0     ］

37

381 372

教育部門

0

51

24

10

＜参考＞

△ 1

△ 1

△ 9

対前年
増減数

主 な 増 減 理 由

37

0

＜参考＞

69

71.78

28 0

△ 5

[       463       ］
合　計

＜参考＞

37

82

96.87

91

　　　　　　　　区　　分

　部　　門
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（2)年齢別職員構成の状況（23年4月1日現在）（全職種）

　

(3)職員数の推移

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（注）１　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。(教育長を除く）

      ２　合併した団体にあっては、合併前の年については合併前の旧団体の合計職員数。

過　去　5　年　間

の　増　減　数　（率）
19年 20年 21年 22年 23年

一般行政

教　育

18年

消　防

普通会計計

51

395

334

414

80

37281

▲ 17.5

343

53

290

0

▲ 15.0

▲ 36.3

▲ 19.1

056

人

21

32歳 36歳

～ ～

28

48歳

39歳

～

28歳

35歳

44歳40歳

47歳31歳

56歳 60歳52歳

計

55歳

～

59歳

～ ～

51歳

～

以上

～

人 人 人

43歳

405

296326

27歳

人

3725 34 45

71 67

314

20歳 20歳 24歳

～
区　分

未満

～

人

23歳

人 人

　　　　　　　　　年　　　度
部　門 別

79

職員数
1

人 人

▲ 50

▲ 29

31

（単位　：　人 ・ ％）

284

人 人 人

公営企業等会計計 31

436 416

37

372

335385 363

40 0.0

▲ 79

▲ 79

37

451

38

381403総合計

0

5

10

15

20

25

構成比

５年前の構成

比

%
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８　公営企業職員の状況

　(1)曽於市水道事業

  　 ① 職員給与費の状況

ア　決算

　（参考）

　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職給与金を含まない。

      ２　職員数は，22年4月1日現在の人数である。

イ　 特記事項

② 職員の基本給，平均月収額及び平均年齢の状況（23年4月1日現在）

歳 円 円

歳 円 円

歳 円

（注）平均月収額には，期末・勤勉手当等を含む。  

 ③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（22年度支給割合） （22年度支給割合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階，職務の級等による加算措置 職制上の段階，職務の級等による加算措置

・役職加算　5～15％ ・役職加算　5～15％

（注）　(　  )内は，再任用職員に係る支給割合である。

曽於市水道事業

1人当たり平均支給額（22年度）

362,100

曽 於 市 44.1

2.6

事 業 者

45.6団 体 平 均

1人当たり平均支給額（22年度）

曽於市　（一般行政職）

1,5161,478

1.35 2.6

平均月収額

366,792334,857

535,892

基本給

22年度

区　　分

22年度
人 　　　　　千円

期末・勤勉手当

18.753,246

千円　　　　　千円 ％ ％

21年度の総費用に

477,252

平　均　年　齢

40,437

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

　　　　　　区　　分

総費用

（参考）市町村平均

15.574,180

10 14,777 59,012

純損益又は

職員数

1.35

- -- -

6,442

千円

一人当たり

5,9013,798

千円　

給　 料

職員給与費
総費用に占める

職員給与費比率

一人当たり給与費

千円千円

　　　　　　Ａ 　　計　　Ｂ

千円

　　　　給与費 　　B/A職員手当

千円

区　　分

占める職員給与費比率Ｂ　 　　　　　　Ｂ／ＡＡ  

実質収支
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【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況

イ　退職手当（23年4月1日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

・定年前早期退職特例措置(2～20％加算) ・定年前早期退職特例措置(2～20％加算)

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は，前年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当

（23年4月1日現在）

千円

   円

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（23年4月1日現在）

一般行政職の制度（支給率）

-

23,412

円

-

支給職員１人当たり平均支給年額（22年度決算）

-

支給実績（22年度決算）

-

支給対象地域 支給率

- -

支給対象職員数

- -

47.50

--

23.50

59.28

59.28

支給職員1人当たり平均支給年額（22年度決算）

-

59.28

32.76

33.50

勤勉手当への勤務実績の反映については，新たな人事評価制度が確立していないため勤務時間に応じた手当の支給を行っています。

23.50

-

59.28

支給実績（22年度決算）

59.28

-

59.28

-

手当の名称 主な支給対象職員

-

主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

％

手当の種類（手当数） -

千円

41.34

32.76

41.34

職員全体に占める手当支給職員の割合（22年度）

33.50

47.50

曽於市水道事業 曽於市（一般職）

-
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オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注） 時間外勤務手当には，休日勤務手当を含む。

カ　その他の手当（23年4月1日現在）

無

支給実績
（22年度決算）

千円

0 千円 0 千円

473 千円 473 千円管理職手当 本庁課長：43,000円　支所課長：35,000円 － －

管理職員
特別勤務手当

管理職員が臨時又は緊急の必要その他の公務の
運営の必要により，週休日・祝日・年末年始に勤務
した場合　6,000円以内

同じ －

宿日直手当 宿直勤務又は日直勤務1回につき，4,200円 同じ － 0 千円 0 千円

交通用具利用者：通勤距離に応じ2,000円～16,100円
千円 65

休日給
勤務1時間当たりの給与額に100分の135を乗じた
額

同じ － 0 千円 0

千円
持家：世帯主である職員に対し2,500円

通勤手当
交通機関利用者：運賃相当(上限55,000円)

同じ - 527 千円

- 442

扶養親族たる子のうち，満15歳に達する日後の最
初の4月1日から満22歳に達する日以後の最初の3
月31日までの間5,000円加算

千円 63同じ

同じ

6,500

6,500

6,500－ － 11,000

2人目以降

千円

支給職員1人当たり
平均支給年額
（22年度決算）

一般行政職
の制度と異
なる内容

- 1,610 千円 268

千円

107

初任給調整手当 0 千円 0
特殊な専門的知識を必要とし，かつ，採用による
欠員の補充について特別の事情があると認められ
る職2,500円以内

同じ -

対象外 －
有

対象 13,000

6,500

住居手当
貸家：家賃に応じ100円～27,000円

扶養手当

配偶者

配偶者

子，父母等

6,500

有
無

支給
対象

1人目

手　当　名 内容及び支給単価
一般行政職の
制度との異同

支 給 実 績 （ 22 年 度 決 算 ）

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 22 年 度 決 算 ）

746

83

支 給 実 績 （ 21 年 度 決 算 ）

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 21 年 度 決 算 ）

1,071
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